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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

副
反
応
疑
い
死
亡
２
件

問
　
３
回
目
と
４
回
目
で
は
接

種
の
目
的
と
対
象
者
は
ど
う
変

わ
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
目
的
は

「
感
染
拡
大
防
止
及
び
重
症
化

予
防
」
か
ら
「
重
症
化
予
防
」

に
、
対
象
は
「
12
歳
以
上
の

者
」
か
ら
「
60
歳
以
上
及
び
18

歳
以
上
60
歳
未
満
で
基
礎
疾
患

が
あ
る
者
そ
の
他
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る

者
」
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
予
防
接
種
後
の
副
反
応
疑

い
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
中

で
、
死
亡
し
た
件
数
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
副
反
応

疑
い
と
し
て
90
件
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
死
亡
件
数
は
２
件
で

あ
る
。

問
　
こ
の
情
報
を
市
民
に
公
表

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
広
報
ひ

ら
つ
か
の
４
月
第
１
金
曜
日
号

で
予
防
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス

ク
を
改
め
て
掲
載
し
、
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

プ
ラ
ク
ル
処
理
年
１
億 

エ
コ
で
コ
ス
パ
の 

良
い
方
法
を

問
　
プ
ラ
ク
ル
を
手
選
別
し
圧

縮
梱
包
す
る
ベ
ー
ル
化
の
費
用

に
年
１
億
円
以
上
の
費
用
を
か

け
る
こ
と
へ
の
認
識
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
経
済
合
理
性
の
観

問
　
国
道
１
３
４
号
の
慢
性
的

な
渋
滞
は
長
年
に
わ
た
る
工
事

の
末
に
よ
う
や
く
解
決
の
目
処

が
た
っ
た
。
事
業
の
再
延
期
を

決
め
、
施
設
配
置
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、

民
主
的
な
判
断
だ
と
評
価
す
る

が
、
渋
滞
に
対
す
る
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
道
路
上
に
来

園
車
両
が
滞
留
し
な
い
道
路
形

態
の
検
討
を
行
い
、
今
後
の
管

理
者
と
の
協
議
で
決
定
す
る
。

問
　
見
直
し
後
の
工
事
着
工
と

供
用
開
始
の
時
期
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
今
後
事
業
者

と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
市
と
県
警
が
昨
年
行
っ
た

協
議
の
資
料
に
は
、
多
く
の
樹

林
帯
を
保
全
で
き
る
「
八
間
通

り
入
口
交
差
点
改
良
案
」
の
記

載
が
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
案
を

選
ば
な
い
の
か
伺
う
。

市
長
　
上
り
車
線
に
右
折
車
線

を
設
け
る
た
め
の
必
要
な
幅
員

と
延
長
が
不
足
し
て
い
る
た
め

用
地
的
制
約
が
あ
り
、
交
差
点

改
良
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

平
塚
海
岸
の
開
発
計
画

事
業
再
延
期
を
問
う江

口
　
友
子 

議
員

点
も
重
要
と
認
識
し
て
い
る

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
上
で

支
障
な
く
再
生
処
理
が
行
え
る

よ
う
に
す
る
選
別
は
欠
か
せ
な

い
工
程
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循

環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
で

は
、
市
が
主
体
的
に
リ
サ
イ
ク

ル
方
法
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
環
境
に
も
市
財
政
に
も
優

し
い
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
を
考
え

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
部
長
　
処
理
責
任
が
あ
る

自
治
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
の

中
か
ら
選
択
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
先
行
実
施
自
治
体
や
再

商
品
化
実
施
者
な
ど
の
情
報
を

収
集
し
て
、
本
市
の
収
集
体
制

や
中
間
処
理
施
設
な
ど
の
現
状

や
課
題
を
踏
ま
え
た
適
切
な
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

市
役
所
駐
車
場 

契
約
見
直
し
１
年
間
の 

直
営
実
証
実
験
を

問
　
１
年
間
の
直
営
実
証
実
験

は
行
え
な
い
の
か
。

総
務
部
長
　
す
で
に
事
業
継
続

を
す
る
旨
の
申
し
出
を
事
業
者

か
ら
受
け
、
現
在
協
議
中
で
あ

る
。
現
在
ま
で
の
課
題
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
市
民
が
よ
り

利
用
し
や
す
い
駐
車
場
と
な
る

よ
う
協
議
を
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
び
保
障

問
　
児
童
生
徒
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
や
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
場
合
、
自
宅
療

養
・
待
機
と
な
り
、
長
期
間
登

校
で
き
な
い
事
例
が
あ
っ
た
。

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る

恐
れ
も
あ
る
が
、
自
宅
療
養
・

待
機
期
間
中
の
学
び
の
保
障
に

関
す
る
見
解
と
対
応
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
登
校
で
き
な

い
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
学
習

が
著
し
く
遅
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
年

２
月
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
期
間
中
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
毎
日
持
ち
帰
る
こ
と
、
ま

た
、
５
月
に
は
平
常
時
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り
が
可

能
と
な
る
こ
と
を
各
学
校
に
通

知
し
た
。
各
学
校
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
課
題
配

付
や
提
出
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

朝
の
会
、
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を

活
用
し
た
家
庭
学
習
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

授
業
は
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
２
月
の
通
知

に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業

も
有
効
な
手
段
と
し
て
推
奨
す

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
型
授
業
を
実
施
し
た

学
校
も
出
て
き
て
い
る
。
今
後

は
学
校
の
取
り
組
み
状
況
を
把

握
し
、
各
校
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
症
候
群

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち

帰
る
こ
と
で
、
ラ
ン
ド
セ
ル
が

更
に
重
く
な
り
健
康
被
害
が
心

配
さ
れ
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
携
行
品
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
新
た
に
加

わ
っ
た
の
で
、
改
め
て
各
学
校

に
通
学
時
の
負
担
軽
減
の
配
慮

を
周
知
し
て
い
く
。

問
　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

実
施
す
る
際
に
、
ク
ラ
ウ
ド 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
第
一
候
補

と
し
て
考
え
る
方
針
で
あ
る
ク

ラ
ウ
ド
・
バ
イ
・
デ
フ
ォ
ル
ト

原
則
を
踏
ま
え
、
家
庭
の
パ
ソ

コ
ン
な
ど
か
ら
利
用
で
き
た
ら

こ
の
問
題
も
解
消
す
る
の
で
は

な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
な
ど
か
ら
学
習
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
学
習
内
容
や
障
害
時
の
対

応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
、
今
後
、
学
校
と
も
連
携
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
で

人
口
も
出
生
率
も
ア
ッ
プ

渡
部
　
亮 

議
員

問
　
厚
生
労
働
省
は
令
和
７
年

に
保
育
所
利
用
児
童
数
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
緩
や
か

に
減
少
に
転
じ
る
と
の
推
計
を

公
表
し
た
。
少
子
化
に
よ
り
保

育
所
が
余
る
時
代
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
対
応
策
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
将
来
の

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
見
据
え
、
既

存
保
育
所
の
増
改
築
や
賃
貸
物

件
改
修
方
式
に
よ
る
民
間
認
可

保
育
所
及
び
民
間
小
規
模
保
育

事
業
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
児
童
数
の
減
少
に
合
わ
せ

て
保
育
施
設
を
減
ら
す
の
で
は

な
く
、
出
生
率
や
女
性
の
就
業

率
の
向
上
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ

る
兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
９
年

連
続
で
人
口
が
増
加
し
、
出
生

率
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
同
市
の
目
玉
政

策
は
、
所
得
制
限
な
し
で
医
療

費
・
給
食
費
・
保
育
料
・
公
共

施
設
や
お
む
つ
の
５
つ
を
無
料

化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
市
で

も
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
対
象
人

数
の
積
算
が
で
き
て
い
な
い
の

で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
そ

れ
以
外
に
も
い
い
方
法
が
あ
る

か
を
含
め
て
研
究
す
べ
き
課
題

と
考
え
て
い
る
。

エ
コ
の
町
・
平
塚
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ

府
川
　
勝 

議
員

開発予定地になっている平塚海岸樹林帯

リサイクルプラザでのプラクルの
分別の様子

問
　
乗
降
の
容
易
性
、
定
時

性
、
速
達
性
や
快
適
性
な
ど
の

面
で
優
れ
た
特
徴
を
有
す
る
軌

道
系
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｌ

Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
は
、
排
気
ガ
ス

公
害
の
な
い
路
面
電
車
で
安
い

公
費
で
建
設
で
き
、
富
山
市
で

は
既
に
運
行
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
宇
都
宮
市
で
は
現
在
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
向
け
た
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
も

平
塚
駅
西
口
か
ら
総
合
公
園
ま

で
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
運
行
さ
せ
た
ら
ど

う
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ

は
、
架
線
な
ど
か
ら
の
電
力
で

走
行
す
る
た
め
排
気
ガ
ス
な
ど

の
排
出
が
な
く
環
境
へ
の
影
響

が
少
な
い
こ
と
や
、
低
床
式
の

た
め
高
齢
者
や
車
い
す
の
人
な

ど
、
誰
も
が
乗
降
し
や
す
い
と

い
っ
た
利
点
が
あ
る
一
方
で
、

整
備
や
維
持
に
多
大
な
経
費
を

必
要
と
す
る
。
駅
西
口
か
ら
総

合
公
園
へ
向
か
う
道
路
は
、
現

在
も
渋
滞
対
策
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
線
路
を
敷
設
す
る
に
は

道
路
の
大
幅
な
拡
幅
が
必
要
と

な
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
は
極
め

て
困
難
と
考
え
て
い
る
。
本
市

で
は
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
低
酸
素
車
両

の
路
線
バ
ス
ヘ
の
導
入
を
バ
ス

事
業
者
に
促
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

泡あ
わ

垂た
ら

山や
ま

共
同
管
理
組
合 

湧
水
に
つ
い
て

問
　
現
在
、
出
縄
地
区
の
泡
垂

山
共
同
管
理
組
合
が
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
る
湧
水
は
、
上
質

の
飲
料
水
に
な
る
と
保
健
所
か

ら
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
湧
水

を
生
か
し
た
「
地
下
水
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設
置
と
周
辺

整
備
、
水
質
管
理
な
ど
の
維
持

管
理
の
仕
組
み
づ
く
り
を
市
が

行
う
こ
と
へ
の
考
え
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　「
地
下

水
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設

置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

地
域
防
災
計
画
に
位
置
付
け
て

い
な
い
た
め
、
市
内
の
湧
水
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か

は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い

き
た
い
。

保

育

士

の 

負
担
軽
減
の
た
め
に

問
　
厚
生
労
働
省
が
定
め
て
い

る
保
育
士
配
置
基
準
は
、
保
育

施
設
を
運
営
す
る
中
で
子
供
１

人
に
対
し
て
保
育
士
の
必
要
人

数
を
表
し
た
も
の
で
、
保
育
の

質
を
守
り
、
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
大
切
な
基
準
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
配
置
基
準
に
よ

れ
ば
、
保
育
士
１
人
に
対
し

て
、
０
歳
児
は
３
人
、
１
歳
児

と
２
歳
児
は
６
人
、
３
歳
児
は

20
人
、
４
歳
児
と
５
歳
児
は
30

人
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
各

保
育
園
で
は
、
独
自
に
対
策
を

行
い
、
よ
り
多
く
の
保
育
士
を

確
保
し
て
散
歩
な
ど
を
行
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
の

予
算
が
つ
か
な
い
な
ら
、
市
独

自
で
手
厚
い
人
員
配
置
を
決
め

て
予
算
化
す
べ
き
と
思
う
が
見

解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
本
市
で

は
、
子
供
に
よ
り
目
が
行
き
届

く
よ
う
に
、
保
育
士
１
人
が
１

歳
児
４
人
を
み
る
こ
と
で
保
育

の
質
を
高
め
て
い
る
が
、
保
育

所
な
ど
で
は
保
育
士
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
今
後

の
保
育
士
の
確
保
と
待
機
児
童

の
状
況
を
見
な
が
ら
か
ら
更
な

る
保
育
士
配
置
の
検
討
を
し
て

い
く
。




